別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工業研究費
	事業名: セラミックス研究所情報指導費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　総合企画部　セラミックス研究所　管理調整担当　電話番号：0572-22-5381
　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：797千円（前年度予算額：878千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　セラミックス業界における製品開発等に伴う各種依頼試験に対応し、新製品開発や新技術に関する情報の収集及び技術指導を通して中小企業の技術向上を支援する。
○依頼試験費
    ・業界の新製品開発に伴う試験、製品・原料のクレーム及び欠点発生に伴う原因究明、生産現場での
工程管理、製品の品質保証、国内外産原料の品質調査等のための試験を依頼により実施
・依頼者が製品や原料等の試料を当所に持ち込み、要求する各種試験を実施し、試験結果データ等を
「依頼試験結果通知書」として発行する。
　  （主な試験項目）
  　  定量定性試験・粒度分布・Ｘ線回折・電子顕微鏡観察・放射率測定・凍結融解・曲げ・熱膨張・
陶磁器容器の溶出・衝撃試験等
○技術指導費
・試験研究機関研修生受入要領に基づき、県内企業の技術者を対象にセラミックス関連技術を指導す
る。
・セラミックスに関する総合的な技術指導により、新製品開発や製品の高品質化・高付加価値化等へ
の企業の積極的な取組みに寄与する。
	２　所要経費


継続（797）
歳出　①依頼試験費　　767
②技術指導費　   30
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
	２　これまでの取組状況


　業界における製品開発、品質・工程管理、品質保証等に伴う試験を行うほか、新製品開発、新技術情報に迅速に対応し、中小企業の技術向上を支援すると共に、企業技術者の資質向上を図った。
○依頼試験件数（H21.2008件）

○技術相談件数（H21.1957件）

	３　これまでの取組に対する評価


　業界の開発研究、品質・工程管理、販売促進、クレーム処理・欠点解明等に寄与しており、更に蓄積された貴重な資料等は技術相談・指導、研究開発に活用されている。また、業界の現場における切実かつ緊急な技術的諸問題に迅速に対応し、現場技術者の「駆け込み寺」的な役割を果たしている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	878
	0
	0
	848
	0
	0
	10
	0
	20

	要求額
	797
	0
	0
	767
	0
	0
	10
	0
	20

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


